
Ⅱ．講演要録

JICA（国際協力事業団）シニア
海外ボランティアに参加して
～タイにおける下水処理技術指導～
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みなさん、こんにちは。ただいまご紹介いた

だきました吉田です。早速ですが、この講演を

引き受けさせていただいた動機についてまず説

明したいと思います。

私は１９９９年から２００１年の２年間、JICA（国

際協力事業団）による海外ボランティアに参加

しました。

これまでの経験を生かした非常に貴重な体験

であったことや税金で参加させてもらったこと

から、そこで何をしてきたのかを皆さんに報告

する義務があると思ったからです。昨今、ODA

については何かと問題になっていることが多

く、「吉田はODAの関係でタイにいって、タイ

で吉田ハウスでも作ったんじゃないか。」など

という誤解を解くためにも、よい機会であると

引き受けた次第です。（場内笑い）

先ほど司会者の方から私のプロフィールを紹

介していただきましたが、もう少し詳しく説明

させていただきますと、私は１９４２年（昭和１７年）、

藤田まことで有名な大阪の十三に生まれまし

た。

十三中学から高校へ進学する時には、迷うこ

となく工業高校への道を選びました。当時は大

学に進学する人はわずか数％でしたから、工業

高校に入り、技術を身に付けてすぐに就職をし

ようと決めていたわけです。しかし、進学した

淀川工業高校では人生の一大転機が待ち構えて

いました。自分にとっては人生を考える良いき

っかけとなったのですが、高校１年生の時に肺

結核を患い、「青春これから」という時に、茨木

の警察病院に入院することになり、大変な思い

をしました。２年で復学できましたが、結局５

年間も高校に在籍しました。復学後の体育の授

業は見学ばかりで、みんなと同じように身体を

動かせなかったあの頃を今でも思い出します。

高校卒業後、神鋼フアウドラー株式会社（現

在の神鋼パンテツク株式会社）に入社し、化工

機事業部装置設計課に配属となりました。その

当時、化工機事業部の工場は本社に隣接した場

所にあり、JRからも阪急電車からも水色の屋

根と大きな看板がよく目立ち、たいへん勢いが

あったことが印象に残っています。

私は入社して以来、約３０年間、化工機事業部

に所属し化学工業用の機器やプラントの設計に

従事したのですが、約１０年前に環境装置事業部

に異動となり、下水処理設備関係の設計業務を

行うことになりました。結果的にはこのときの

経験が今回のタイにおける下水道技術協力に役

立つことになったわけです。

その後タイから帰国して、現在のPCB処理関

連の業務に携わることになりました。当初、PCB

処理関連事業がもうひとつの事業部である気熱

装置事業部に含まれていたことからすると、神

鋼パンテツクの３つの事業部すべてを渡り歩い
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たことになりますね。
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実は、私は「山」が趣味です。入社当時から

会社にはワンダーフォーゲル部があり、いろい

ろな人が活躍されていました。中には長期休暇

をとり出発したまま、山にとり憑かれたように

帰ってこないような強者もいました。私もそう

いった仲間に刺激を受け、１９７２年（昭和４７年）

７月に三菱電機の山岳部の人から誘われ、２週

間ほどアラスカの山へ行きました。なぜ他の山

岳部からの誘いがあったのかというと、１９６２年

（昭和３７年）から３年間、会社に勤めながら神

戸市立外国語大学の夜間部に通っていたので、

多少であれば通訳もでき役立つことができるだ

ろうという期待を持たれたからです。

残念ながら主目的である登頂については、現

地での滞在期間が２週間という時間的な制約も

あり、達成できずに帰国することになりました。

また、１９７４年（昭和４９年）には兵庫県山岳連

盟からヒマラヤ登山の踏査隊への参加の誘いが

あり、メンバーの１人として登頂する山の探索

と下調べを目的にネパールへ行きました。

そのときには、会社に無理をお願いして２週

間の有給休暇とさらに１カ月間の欠勤を連続し

て取り、やっと参加することができました。し

かし、今思うと会社の人事担当の方からは「や

やこしいことをする人間だ」と思われていたの

ではないかと思います。いずれにしても、職場

の仲間や上司の理解と協力のもとで参加するこ

とができました。

標高１３００mの町カトマンズを首都とするネパ

ールには、８０００mを越える山々が８雄あり、エ

ベレスト近くのマカルーⅡ峰を重点的に調査し

ました。

目的地に向かうには、インドとの国境の海抜

１００mのタライ地方からダランバザール（ネパ

ール東部）を通り、海抜４２００mのシプトン峠を

越えて行かなければなりません。また、調査を

行うために標高５０００mに近いところでベースキ

ャンプを設営し活動する必要があり、酸素が薄

い慣れない高地での高山病にはひどく悩まさ

れ、テントにこもっている日もありました。結

局、踏査を行ったマカルーⅡ峰は翌年フランス

の登山隊に登山許可がおり、兵庫県山岳連盟は

別の山を目指すことになりました。

ちょうどそのとき当社のワンダーフォーゲル

部ではアラスカのマッキンレーに挑戦し、見事

登頂に成功しています。一番ワンダーフォーゲ

ル部が隆盛を誇っていた頃だったと思います。

今回のタイへの海外派遣について自分自身さ

ほど抵抗がなかったのは、それまでの海外の登

山経験によるものだと思います。

最近はというと、もっぱら週末、自宅裏の摩

耶山に３時間かけて往復してするのが「私にと

っての山」になっています。
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最初にも触れましたが、シニア海外ボランテ

ィア事業はODAの中で行われています。ODA

の国際協力についてもう少し詳しく説明します

と、「ODA」とは「日本が援助・協力を通じて、

開発途上国の発展に寄与する一連の活動」のこ

とで、経済協力には、政府ベースと民間ベース

があり、内容もさまざまです。その中の一つで

ある技術協力は、外務省が企画立案の上、予算

化し、JICAが実際に執行しています。

また、「JICA」とは、「国際協力事業団法に

基づき設立された特殊法人で、開発途上地域等

の経済及び社会の発展に寄与し、国際協力の促アラスカ、サンフォード山（４９４１m）
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進に資することを目的とする組織」の略称です。

今回私が参加したシニア海外ボランティアも

JICAが行う事業の一つで、その他に皆さんも

よくご存知の青年海外協力隊の活動や海外での

災害復旧事業などの支援も含まれます。

現在の日本のODA援助額は世界一で、平成

１３年度でいえば１兆１５２億円となっています。

過去には１兆７０００億円にのぼる援助をしたこと

もありました。金額で単純に比較するとアメリ

カは日本の半分程度になります。ただ、援助額

をGNP比で比較した場合には２０位になるそう

です。多額の援助そのものは被援助国にとって

役立つことではあるのですが、最近はその使い

方が原因でいろいろな問題を引き起こしている

ことも注目されています。

シニア海外ボランティア事業は、青年海外協

力隊の年輩版といった感じで、対象年齢が４０～

６９歳で、ボランティア精神と技術を持っている

人を国がサポートしてボランティアを行っても

らうというものです。ですから、技術協力もさ

ることながら人と人との友好親善を図ることも

重要な目的のひとつに挙げられます。

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアにににににににににににににににににににににににににににににに参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

ところで、なぜ私がシニア海外ボランティア

への参加を思いついたのかといえば、妻の知人

が「シニア海外ボランティア」のことを教えて

くれたからで、送ってもらった案内状を見て、

早速応募しました。これが、ちょうどタイへの

参加を決める１年前の１９９７年の出来事です。

現在は一般公募となっていますが当時は登録

制で、海外からの要求があった場合に必要な技

術者を派遣していくというシステムでした。年

２回案内が来るのですが、最初の１年は自分に

該当する職種がなかったため待ち続けることに

なりました。１９９８年１０月の募集でようやく下水

処理の技術的アドバイザーの要求がありまし

た。まず、簡単な一次試験を受け、続く１２月の

健康診断も特に問題なくパスしました。年が明

け１月には面接・語学試験のため東京まで出か

けることとなりました。

このときには試験の結果待ちで引き受けるか

どうかもはっきりしていなかったのですが、会

社にも自分の考えを伝え、取り扱いについての

打診を行いました。２年間という長い間職場を

離れるわけですから、かなりいろいろと議論さ

れたと聞いています。もちろん一番重要なのは

妻や子供の意見でした。幸い私の考えを尊重し

て賛成してくれたのですが、その当時、妻の母

親が入院していたためその介護の負担が義父と

義妹にかかってしまうことが気がかりで、「そ

こまで親戚に負担を強いて行くのはどうか」と

いう思いもありましたが、妻がタイへ行くこと

を強く勧めてくれたこともあり、参加を決心す

ることができました。

仕事の調整やさまざまな準備を進めながら、

３月に２週間ほど東京で研修を受けることにな

りました。私たち１０月後期組は総勢３４名が１３カ

国へ派遣されることになり、うち７名が女性で

シニア海外ボランティア派遣国
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した。彼女たちは薬剤、看護、手芸の指導をす

るために参加していました。タイへは８名、う

ち１名が女性で薬剤関係の人でした。農産物加

工技術者１名、生産技術者２名、桑の栽培技術

者１名、かんがい用水技術者１名、情報管理技

術者１名、そして私というメンバーでした。家

族を伴ってタイに行く人は私たち以外にも２家

族おり、夫婦だけで行かれる人もいました。

こうして１９９９年５月１１日、私たち家族は成田

空港からタイへと飛び立ちました。
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タイ国のバンコクは東経１００°、日本から西に

３５°ほど行ったところに位置し、日本と時差が

約２時間あります。また、日本と同様にタイも

南北に長く、緯度で１５°の差があります。バン

コクは北緯１４°ですから赤道から少しだけ北に

あがったところです。面積は日本の１．４倍の５１

万平方キロメートル、人口は逆に約半分の６０００

万人です。経済状況は日本がGNP（１９９７年）３万

８００ドル／人に対し、１４分の１の２，７００ドル／人

で、物価も１０分の１ほどです。農業国で食物の

自給率は１００％、食べ物が豊富で自給自足で生

活でき、人口の半分が農業に従事しています。

また、ゴムの生産量は世界の３分の１を占めて

います。その一方で漁業国でもあり、水産物の

輸出量も世界トップクラスです。

民族はタイ族が７５％、中国系１４％、ほかマレ

ーシア、インド等の民族で構成されており、仏

教９５％、イスラム教４％、キリスト教がわずか

となっています。しかし、若い人は民族を問わ

ず教会で結婚式をあげるなど、あまり宗教間の

対立や差別はないように見受けられます。

小・中・高・大の教育年数は日本と変わらな

いですが、タイでは小学校のみが義務教育とな

っており、国民性として教育にとても熱心です。

高等教育は日本に比べると進んでいないようで

したが、義務教育の就学率は高く、ほとんどの

人は文字の読み書きができます。大学も日本に

比べると少ないですが、統計では就学率は１０％

となっています。
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さて、現地での活動についてですが、３年前の

５月１１日に飛び立ち、バンコクドンムアン国際

空港に降りたとき、むっとする高温多湿な気候

が待っていました。タイに来たなぁと実感した

瞬間でした。着いた日にはホテルへ泊まりまし

たが、ずっとホテル住まいをするわけにはいき

ませんので、翌日からさっそく住まい探しと娘

の現地での学校の就学手続きに奔走しました。

バンコクには日本人学校があり、すぐに転入の

手続きを行いました。しかし、スクールバスに

乗車許可を得るためには住所が決まっていなけ

ればならず、住まいを決めることも急がれまし

た。そういった生活面での対応に加えて、２日

間ほどの間にもJICAの現地における研修にも

参加しなければならず目の回る忙しさでした。

結局、住まいは日本食材が手に入りやすい便

利なところにマンションを借りたわけですが、

家賃は５０，０００バーツ（１バーツ≒３円）で日本

人から見ても相当な金額ですが、タイでは上級

官史クラスの１カ月の給料に相当します。日本

人向けに作られたアパートの場合はこの程度の

家賃になるのでしょう。こうしてとりあえず、

落ち着き先が決まった次第です。タイ王国とその周辺国

JICA（国際協力事業団）シニア海外ボランティアに参加して
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JICAの現地事務所では、技術指導者として

来ている２００名ほどの日本人のとりまとめを行

っており、私の研修もその結構大きな事務所で

実施されました。その後２週間ほどしてタイ政

府への引き渡し式があり、実際に派遣先である

タイ排水管理局（WMA）で働き始めたのは着

任１０日後の５月２０日でした。ここでの働く条件

などは予め決められていて、通勤手段でいえば、

職場と自宅の往復には送迎車をつけることにな

っていたようです。しかし、赴任して３，４カ

月経って私が現地に慣れたことやWMAの事情

もあり、自分で通勤手段を探すことなり、朝は

タクシーを、帰りはバスを利用しました。朝の

タクシー通勤は贅沢のように思えますが、バン

コクには日本のような通勤に便利な電車などの

公共交通機関がなかったので仕方がありません

でした。

私が配属されたWMAは日本の環境庁にあた

る科学技術環境省の所管で、人口が密集し産業

が発達したバンコク周辺において河川環境の悪

化が目立ってきたため、１９９５年にタイ環境管理

局が設立されました。新しい機関のためか全職

員数が８５名程度のこぢんまりとした組織で、私

が働いていた技術部は５名程度の部署でした。

勤務時間は午前８時３０分から午後４時３０分ま

での８時間でその中に昼休みが１時間含まれて

います。残業は全くといってよいほどありませ

んでした。技術部長も４時半には帰ることがほ

とんどで、残業をしている様子はありませんで

した。

若干、私の上司である技術部長の紹介をして

おくと、年齢４３歳程度で、タイで一番優秀と言

われているチュラロンコン大学の化学工学部を

卒業後、アメリカ・カリフォルニアの大学に留

学しマスターの称号を取得し、タイへ帰国した

ようです。一般的に、タイでは大学でマスター

の称号を取得しないと出世できないため裕福な

階層の人たちはこの技術部長のように、高学歴

で英語が堪能、頭の回転が良いといった人たち

が多く、全体から見ると教育水準は偏っている

ように思えます。しかし、こういった偏りはこ

れから発展しようとする国家にとっては仕方の

ないことで、この一部の高学歴を持つ人々が現

在のタイの発展を支え、次の世代にバトンタッ

チして更なる発展を実現させていくのだろうと

思います。

使命感に燃えてタイへ行ったのですが着任後

３カ月が経ち、自分の無力さを感じていました。

私が任されていた仕事の一つに養豚場から排出

される排水の処理やエビの養殖場から排出され

派遣先機関（WMA）の１９９９年事業報告書

職場の仲間
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る水の処理がありました。これらの排水は直接

河川に放流され水質汚濁の大きな原因となって

おり、特にかんがい用に河川水を多く使う農業

立国タイにとっては、エビの養殖場から排出さ

れる塩分を含んだ排水は農業に大きな被害をも

たらしており、社会問題となっていました。し

かし、私には塩分を含む排水の処理に関して専

門外で知見に乏しく力になれませんでした。私

は排水処理技術を教える立場にあったのです

が、教えを乞う人は高学歴で要求されることも

難しく、このままやっていけるか大変悩み、日

本へ引き上げることも考えました。妻にも相談

し、途中で帰ろうかとも思いましたが、タイの

社会で慣れた人の助言もあり、開き直ってもう

少し頑張ることにしました。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららら勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強ししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖ととととととととととととととととととととととととととととととそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののののののののののののののののの排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

先程も言いましたが、養豚場やエビの養殖場

の排水処理についてはほとんど何の知識もな

く、最初は豚の育て方やエビの養殖方法を学び

ながら指導していきました。当然ながら、養豚

場やエビの養殖場の見学にも幾度となく行き、

また、いろいろな資料を日本から送っていただ

き自分が教える立場であったはずなのに逆に勉

強をすることになりました。

ここで、エビの養殖とその問題についてご説

明したいと思います。技術指導をした場所で養

殖しているエビは日本の食卓でポピュラーな種

類の一つであるブラックタイガーで、１９７０年代

からタイの海岸線近くで養殖されていました。

エビの輸出量の増加とともに養殖池をつくるた

めに海岸線にあったマングローブが次々と伐採

され、１９６１年に３７００平方キロメートルであった

マングローブの森が、１９９１年には１７００平方キロ

メートルにまで減少してしまいました。そこで

政府はマングローブの森の保護政策を打ち出

し、１９９８年にはマングローブの伐採を禁止する

法律を施行し、内陸部でのエビの養殖が始まり

ました。つまり、田んぼで養殖をするわけです。

エビの輸出額はタイの輸出農産物全体の８位

に位置し、肉類の中では第２位になります。大

変お金になるエビの養殖はマングローブの森の

保護政策の下、内陸部へ広がっていったわけで

すが、環境保護を目的とした政府の対策は別の

問題を引き起こすことになりました。これが農

作物に対する塩害でした。エビの養殖は深さ１．５

メートル、１，６００平方メートルから６，０００平方メ

ートルの広い池に濃縮海水を入れ、真水で薄め

て貯め、肥料をまき、プランクトンを増殖させ、

稚エビを入れ生育させます。７０匹／平方メート

ル程度で生きていけるように、エビの成長とと

もに水深を深くしていきます。養殖池には成長

したエビに自動でエサを与える仕組みや池に酸

素を供給する機械も装備されていました。エビ

の収穫は池の水をかい出すカゴを設置して、エ

ビだけを取り上げます。稚エビを入れてから収

穫まで約４カ月を要し、前準備も含めると年２

回のローテーションとなります。つまり年２回、

塩分を含む濃厚な有機性排水が至るところで排

出されるわけです。

最近では、内陸部での養殖には多量の塩と薬

品、飼料が使われるため、土地が荒れて再度農

業用に使用できなくなることが懸念され始め、

タイ政府は環境汚染の原因になることを理由

に、２０００年７月より内陸部におけるエビ養殖を

禁止しています。現在、内陸部のエビ養殖は有

害物質が他の作物に与える環境問題だけではな

く、エビの供給過剰問題をも引き起こしている

ようです。

エビの養殖池

JICA（国際協力事業団）シニア海外ボランティアに参加して
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Ⅱ．講演要録

タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイのののののののののののののののののののののののののののののの下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

養豚場やエビの養殖池から出る排水処理の問

題以外に赴任期間中に私に課せられた課題は、

「排水処理設備の設計基準の作成と標準化」と

「既設処理場の運転及び維持管理の指導」でした。

赴任後約半年が過ぎた頃、バンコクから東へ

８０キロメートル、車で約１時間半離れたところ

にあるサンスークという町の下水処理場で定期

修理工事と運転管理の仕事が具体化しました。

サンスークはバンコクから比較的近く、タイの

人たちに人気のあるリゾート地になっており、

生活排水による海の汚染が懸念されたため下水

処理場が建設された、町の南北に２つの処理場

がありました。これらの処理場は約５年前に建

設されたのですが、予算や専門職員の不足によ

り、実質的には機能しておらず、今回の修理の

対象となったようです。タイには現在すでに完

成している処理場が５４カ所あり、排水処理能力

は１日あたり１６３万６０００トンあります。計画中

または工事中の処理場は４１カ所あり、処理能力

は３２８万４０００トン、既存および将来設備を合計

すると処理能力が約５００万トンになります。し

かし、計画中のものが完成したとしても下水道

の普及率は約４０％で、更なる整備が必要です。

サンスークの下水処理場には約２５日間出向

き、定期修理中には検査に立会い、実際の運転

に入ると維持管理に関するアドバイスを行い、

技術協力することができたように思います。

タイの下水道で特徴的なことは、し尿（大・

小便）は直接排出されることなく、台所・風呂・

手洗い・洗濯からの排水（いわゆる生活排水）

が下水に排出されることでした。各家庭、マン

ション、ビル、ホテル等では個別に汚水留めや

浄化槽を備えており、し尿はいったんそこで処

理され、処理水だけが下水道へ流されるのです。

排出される処理水は一定の水質以上になるよう

法律で基準値が定められています。そのため、

下水処理場に入ってくる下水の汚染度は日本と

比べて極端に低いといえます。下水処理方式は

日本と同様、微生物の働きを利用した「活性汚

泥法」が主体ですが、広い土地を必要とし大き

な池の水面に空気を送り込む装置を備えた「酸

化池法」も用いられています。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり にににににににににににににににににににににににににににににに

今回このような場で話す機会を得ましたの

で、このボランティアに参加して感じたことを

最後にまとめて、話を終わりたいと思います。

私も今年の３月で定年を迎えるわけですが、

人生８０年と言われている現在、６０歳になったば

かりであと２０年は人生を楽しむことができま

す。私も今から約１０年前に労働組合のセミナー

で定年退職後の人生設計について講演を聴いた

記憶があります。そのときの講師の方は、「会

社が終われば人生は終わりではなく、定年後の

人生の始まりであり、いかに毎日を満足して過

ごすかを積極的に考えてはどうか。」というよ

うなことをおっしゃっていたかと思います。今

回の「シニア海外ボランティア」は私にとって次

の人生への挑戦の第一歩だと思っています。皆

さんも次の飛躍に向かって挑戦してください。

とりとめのない話で聞き取りにくいところも

多くあったかとは思いますが、今まで長い間、

お話を聞いていただき、ありがとうございまし

た。

以 上

（文責：岩本 益幸）

サンスーク下水処理施設の管路
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